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　与式＝ 
　　　＝ 
ここで
であるから，
　与式＝ となり，
　　　　 
　　　　 
であるから，与式＝ となり， と同様な結果
が得られる。
は，分割区間のスタートの値に注意する。
　与式＝ 
　　　＝ 
　　　＝ 
となるが，最初から を計算してもよい。
は変化する部分が奇数番目の値だけである
ことに注意する。
　与式＝ 
　　　＝ 
　　　＝ 
は と同様に，過不足分についての極限を考
えることになる。
　与式＝ 
　　　＝ 
　　　＝ 
　ここで， であるから，
　与式＝ 
　この定積分は，半径2の円の面積の である
ことから，定積分と面積の関係を表す例として
よく使われる。
７．終わりに
　高等学校では，積分が微分の逆演算として考
えていくことが定着している中，区分求積法は
定積分の定義そのものであり，積分が無限数列
の和で表現されるものとすると，積分独自の定
義ができることになり，微分が積分の逆演算と
いう考え方も可能である。これは，積分法が微
分法の結果として考えられたものでなく，独立
した数学の分野であると紹介することは，多感
な高校生の知的好奇心を高めるものになる。
　現行の学習指導要領では，「数列」は選択教
科となっている数学Bで，「数列の極限」は数
学Ⅲで学ぶことになっており，数学Ⅱで初めて
学習する「微分・積分」と分断されていること
が指導上で難しい面もあるが，生徒の状況に応
じた柔軟な指導ができる教材ではなかろうか。
